
　76巻 1号　2022 年 1月124

編集顧問　  清水弘一　増田寛次郎　大野重昭　玉井　信　三宅養三　西田輝夫　水流忠彦　
根木　昭　寺崎浩子　中澤　満　下村嘉一

編集委員　坂本泰二　鈴木康之　稲谷　大　井上幸次　堀　裕一　西口康二

臨床眼科（第 76 巻 第 1 号）
2022 年 1 月 15 日発行（毎月 1 回 15 日発行）
定価 3,080円（本体 2,800 円＋税 10％）

発　　行　株式会社　医学書院
　　　　　代 表 者　金原　俊
〠113‒8719　東京都文京区本郷 1‒28‒23
電話　本誌編集室（03）3817‒5706　FAX（03）3815‒7802
　　　E‒mail：ringan@igaku‒shoin.co.jp
　　　販売部直通（03）3817‒5659
振替口座　東京　00170‒9‒96693 番
印刷所　　　三報社印刷㈱　　　電話（03）3637‒0005
広告申込所　㈱文京メディカル　電話（03）3817‒8036

・Published by IGAKU‒SHOIN Ltd., 1‒28‒23 Hongo Bunkyo‒ku, Tokyo Ⓒ 2022, Printed in Japan.
・ 本誌に掲載された著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会

社医学書院が保有します。
・ 本誌を無断で複製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法

上の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，
研究活動を含む）で上記の行為を行うことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，違法です。
また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行うことは違法となります。

・  ＜出版者著作権管理機構 委託出版物＞
　  本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。複製される場合は，そのつど事前に，出版者著 

作権管理機構（電話 03‒5244‒5088，FAX 03‒5244‒5089，info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。
＊「臨床眼科」は株式会社医学書院の登録商標です。

担当　松井・山本・安部

2022 年年間購読料（増刊号を含む 13 冊，税込，送料弊社負担）
冊子版　44,154 円
電子版（個人）　44,154 円
冊子＋電子版（個人）　49,654 円

⎧
⎜
⎜
⎜
⎜
⎩

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

　2021 年 10 月の臨床眼科学会はハイブリッドではあったが，新型コロナ感染がおさまっていた
こともあって，現地に 2,000 名ほどの参加者が来られたそうである（坂本会長，本当にご苦労様
でした）。2021 年になってから 3 回ほど学会に現地参加する機会があったが，参加人数が少ない
ので，かえって寂しい感じがした。今回は実に久しぶりに学会に参加した充実感を得ることがで
きた。若い人たちであれば remote でも参加した充実感を得られるのかもしれないが，私たちの
年代ではやっぱり直接出会わないと駄目である。会場に行って得られる「場」の雰囲気というか，
新しいことが始められていて，これが今後広がっていくだろうな，という感覚，あるいはこれは
うちも是非やっていかないといけないな，という感覚，こういった感じはやはり remote では得
られない。言ってみれば，家の TV で映画を観るのと，映画館へ行って映画を観るのが，大きく
違うのと同じだろうか。家だと自分の感じたことだけだが，映画館だと皆が共感し，一緒に感動
している感覚が得られたり，逆に自分と他の観衆のズレを感じたりすることもあって，それも印
象的な体験になる。
　昔は二本立て興行というのが結構あって，ある映画を見に行って，それにくっついていた別の
全く知らない映画のほうに感動するということもあった。学会でも，聞こうと思っていた部屋が
混んでいて入れないので，仕方なくたまたま入った部屋で目から鱗の面白い講演に出会ったり，
ポスターを見ていた時にたまたま面白いものに行きあたったり（今回の臨眼はまだポスターが復
活していなかったのは残念だったが）ということがよくあって，この「たまたま」も学会へ行く
大きな醍醐味のように思う。
　今後コロナがどうなっていくのか，ヨーロッパの状況を見ていると若干心配だが，2022 年はさ
らに多くの人が現場で集えるようになっていてほしいものである。 （井上幸次）
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